
７大学１４研究室を採択

市町村 おかやま元気！集落 研究実施大学 研究内容

津山市
上加茂地域
（知和地区）

新見公立大学
健康科学部地域福祉学科

高杉研究室
【R4～】

上加茂地区で行われている活動（田植えや稲刈り、空き家ワーク
等）に参加しながら直接地域の方々にインタビューやアンケート調
査を行い、地域の統計等の情報と地域の方々の声を合致させて
継続した地域ニーズ把握を行った。そして地域ニーズと、学生が
興味を持つ福祉的な視点からのまちづくりのアイデアをマッチン
グさせて活動した。

・地域づくり研修会や認知症捜索訓練への参加、稲刈り体験など
を通じて地域住民と交流し、地域ニーズの把握
・毎年行われているウォーキング大会を学生がアレンジ。物見地
区の名所をチェックポイントとし、学生が作ったクイズを出して健
康づくりの啓発
・知和のシンボルとなるようR5の干支である龍のボードを製作

備前市 神根本地区

新見公立大学
健康科学部地域福祉学科

松田研究室
【R4～】

① 資源マップを活用した地域外の観光客へのアピールと資源
マップの継続的な作成を通じて強みの可視化の強化を図った。
➁ いこいの広場（旧神根幼稚舎）の定期的な活用による地域住
民同士の関係構築をする機会を増やし、住民同士の連帯感の強
化と住み慣れた場所で暮らし続けることができる要因の検討を主
な目的として交流事業の継続に取り組んだ。

・資源マップ（秋）の設置活動
・資源マップ（春＆初夏）の作成
・神根獅子舞奉納（秋祭り）の動画作成
・SNSを利用した地域活動の情報発信
・いこいの広場の定期的活用

真庭市 二川地域

岡山理科大学
経営学部　経営学科

黒田研究室・大藪研究室
【R3～】

二川みらいづくりセンターを利用した地域活性化と地域住民との
交流をテーマに、
(1) 夏休み開催の「わんぱく学校」でのイベントの企画提案と実施
（「学びを取り入れた遊び」をテーマとして、イベントの提案と企画
をおこない、地域の児童との交流を図る。）(2) 二川の伝統野菜
「土居分小菜」の保存と伝承、および流通方法を研究のテーマとし
た。

・「学びを取り入れた遊び」をテーマとしたイベントの提案と企画
・ 二川の伝統野菜「土居分小菜」の保存と伝承および流通方法
・二川地域およびその周辺地域の特産品の認知度を高めるため
の京橋朝市への出店

西粟倉村 大茅地区

岡山理科大学
工学部　情報工学科

小田研究室
【R4～】

①大茅区有文章の解読、②小水力発電の効率向上、③鳥獣害対
策、④棚田の防除、ドローンの活用、以上の大茅地区の課題に対
して、情報工学を中心とした技術を寄与し、課題解決の方向性、
具体策の提案をした。

・大茅区有文書の解読サイト（よってたかって大茅区有文書）の開
発
・鳥獣害対策システムの検討・鹿忌避装置の開発
・水流のシュミレーションを用いた小水力発電機の除塵器の改良
・農薬散布ドローンの検討、機体と制御計系を設計

令和５年度地域に飛び出せ大学生！おかやま元気！集落研究・交流事業
事業実績一覧



久米南町 上弓削地区

岡山大学
農学部　総合農業科学科

資源管理学ユニット
【R3～】

現在、地域内で各活動の担い手の高齢化が進行して行く中で、地
域内のNPO等と連携して、広義の地域資源（農地・水路のみなら
ず、当事業で創出された関係性など）を次世代へ継承・維持して
いく方法を大学での研究と地域外の主体との協働で作り上げるこ
とを目的として活動した。

・地域活動への参加とインタビュー調査
・地域資源（樹園地）での収穫作業とそのPR活動
・地域資源（耕作放棄に作付けされたそば）を活用した体験事業
の実施

美咲町 大垪和地区

岡山県立大学
保健福祉学部　看護学科

関根研究室
【R4～】

美咲町大垪和地区およびその関連団体と協働して現状把握、課
題分析を行い、課題解決や地域活性化に向けた具体的な手法の
検討・実践を目的とする。また、現地で取材した画像、動画を編集
し、Instagram（またはTwitter）で広報し、美咲町（大垪和地区以
外）における美咲町（大垪和地区）に関連する活動も積極的に撮
影・広報した。

・体験型ワークショップ実施：棚田米稲刈り、そば打ち、野草調査
・地元食材PR活動：特命アンバサダー卵料理対決
・地域交流活動：コミュニケーション促進ツールとしてのネックスト
ラップ作成
・グローバル推進活動：スイス芸術大学一行へ英語観光マップと
グッズの提供
・広報戦略活動：Instagramでの英語情報発信
・地元の物産センターでの活動紹介

吉備中央町 豊野地区

岡山県立大学
デザイン学部　建築学科

穂苅研究室
【R4～】

前年度は、地域住⺠を対象としたオーラルヒストリー調査により、
豊野地区をとりまく暮らしや⽣業、環境形成とかつての名主の家
＝⼩出庄屋とがどのように結びついていたのかを把握し、その結
び⽬に地域づくり資産としての⼩出庄屋の価値を⾒出した。
今年度は、前年度明らかにした⼩出庄屋と地域社会との結び⽬
を再構築することを⽬標とし、それに空き家となっている建物の活
⽤の提案、及びその提案の⼀部の具現化の試みからアプローチ
することを検討した。

・空き家の掃除・片付け
・専門家指導による空き家の実測調査
・実測図面作成・活用案の検討

吉備中央町 高富地区

就実大学
薬学部

薬物療法設計学研究室
【R4～】

昨年度実施した”ももカフェ”における大学生考案イベントを発展
的に継続し、実施内容の満足度や健康意識への変化の度合いに
ついて調査を行った。また、地域の子どもたちあるいは子育て世
代向けに正しい薬の使い方教室等を実施し、薬の適正使用への
意識の向上を図った。さらに、実施内容を恒常的にSNS等で発信
できる体制を整えるために、ももカフェスタッフ等との意見交換を
行った。

・ももカフェにおける健康増進イベントの企画・運営
・地域の夏祭りにおけるブース出展
・小学生を対象としたお薬実験教室の開催
・栄養状況に関するアンケート調査



笠岡市 六島
岡山学院大学

人間生活学部　食物栄養学科
平野研究室

六島の課題である①観光地としての魅力の発信、②居住地として
魅力の発信を「食」を通して行った。具体的には、多様な価値観を
持つ大学生が訪問・調査し、農産品や海産品を活用した利活を見
出す。本調査・研究を通じ、生産・流通・観光など様々な産業を担
うため、特産品を使用した島御膳および製品開発を目指す。

新見市 草間地区
新見公立大学

健康科学部地域福祉学科
長宗研究室

新見市草間地区はカルスト山荘や観光農園といった観光資源を
有し、アグリツーリズムの推進に取り組んでいる。他方、草間地区
は人口減少や地域の担い手の高齢化等に直面しており、さらなる
アグリツーリズムの推進には大学生の若い発想で、地域内の資
源の活用策を検討した。
①アグリツーリズム推進による地域の交流人口増加へ向けた課
題の整理
②学生発案によるアグリツーリズムの推進方策の提案
③提案方策の効果検証（２年目以降の活動を想定）

新見市 土橋地区
新見公立大学

健康科学部地域福祉学科
柳迫研究室

地域行事への参加を通じて、地域課題の把握・発見を行った。ま
た、学生と住民とのコミュニケーションを図り、中山間地域での暮
らしの実態と地域及びそこで暮らす住民の強みなどを理解し、地
域課題解決に向けた解決策の模索と地域活性のためのニーズに
ついて考え、地域の魅力とその地域で暮らす人の魅力について
SNSなどを通じて広報を行った。

・住民との交流
・萱刈・花植え活動への参加
・地域踏査
・フィールドマップの作成

矢掛町 江良地区
岡山大学

教育推進機構
学習・教授支援部門

地域のニーズや住民の要望に沿って、SDGｓ課題解決とそのため
のリーダーシップ戦略を探究している大学院生が課題解決の研
究プロジェクトを立ち上げ、地域住民と協力して地域課題の解決
に取り組んだ。具体的には、大学院生（社会文化科学研究）によ
る地域活性化のためのニーズ調査や、地域の文化や観光資源に
関して調べ、そのうえで、いくつかの提案を地域の方々に対してプ
レゼンし、意見交換を行った。



久米南町 下籾地区
岡山大学

農学部　総合農業科学科
資源管理学ユニット

下籾地区では、昔から貴重な水資源を有効活用のために、水番
体制で平等かつ効率的に配分してきた。しかし近年では、耕作
者・稲作面積ともに激減、水番で配水作業の効率が非常に悪化し
ている。下籾地域で、将来にわたって農業生産が継続できるよう、
大学生の持つ動画などの作成スキルやSNS等でのネットワーク
作りを活かして水利をはじめとする新たな資源管理システムの構
築を目指した。

美咲町 南和気地区
美作大学

生活科学部　社会福祉学科
有岡研究室

南和気地区での子育ての現状と地域の課題を把握し、コミュニテ
イ協議会の運営を支援する。具体的には、
①様々な地区の行事に参加することによって、地域の実情を見る
とともに、参加者にアンケートやインタビューを行う。
②コミュニテイ協議会の実行委委員会に加わり、行事の企画運営
に携わることによって、コミュニテイの運営方法について学ぶ。
③学生が自主的な行事を行うことによって、地域の人たちに新し
い活動を提供する。
④米粉パンの商品開発を行い、販路の拡大に努める。


